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本稿では，執筆者である授業者が， 2014年度に入学した高校 l年生を，教科窓口として 3年間継続し

て行った英語教育実践を通じて，表現力育成と精読活動との間に見出した関連についてのものである。

当初，表現能力の育成にあたっては，表現活動に重きを置いた指導を行うことが重要であると考え，実

践を行っていたが，生徒に求めるスキルが高まるにつれ，表現活動を行うための事前の指導として精読

指導が有効であるという考えに至った。本稿では，その経緯と精読指導の実践例をまとめる。精読活動

の有効性の再検討を促すことができれば幸いである。

1 . はじめに

1. 1 本稿の目的

本稿は，高等学校英語授業における，表現力育成の手

段としての精読活動の有用性を示唆し，そのあり方の再

検討を促すことを目的としたものである。河内(2016)や

クック (2012)も指摘しているように，いわゆる「時間を

かけて，単語や文法，語法などに注意を払いながらじっ

くり読む」活動は批判的に捉えられる風潮があり，特に

表現力育成とは親和性の低い活動としてみなされる傾向

にあると言ってよいだろう。事実，授業者自身も指導を

開始するにあたっては，英語の表現力育成を中心的な目

的に位憐付けた上で，その目的を達成するためには， 口

頭練習を中心とした表現活動を授業に取り入れることが

有効であろうと考え，指導を開始した。しかし，実践を

進めていくうちに，その表現活動の準備段階の活動も綿

密にデザインすることが重要であると考え，その一つの

手段として精読を行うに至った。本稿では， 2014年度に

高等学校に入学した生徒を対象とし，授業者が教科窓口

として 3年間継続的行った指導を概観し，その中で表現

カ育成のための精読活動の有用性をどのようにして見出

したのかを描き出すと同時に，具体的にどのような精読

指導を行ったのかをまとめる。

1. 2 本稿の構成

本稿では，高校 1,2年生での実践の概要と，高校 3年生

での精読指導の実践例を記述する。加者が，精読指導の

有用性を見出すまでの時期あたり，後者が精読指導の実

践を行った時期にあたる。

2 高校 1,2年生での実践の概要

2. 1 当初の計画

2014年度当初，高等学校外国語科学皆指導要領などを

踏まえ，表現力の育成を指導の軸として設定し，それを

以ドのように各学年において目標設定を行った。高校 l

年生では，メモを見ながら読んだり聞いたりしたことを

まとめて， 口頭で表現できるようになること，高校2年

牛では，メモを見ながら，聞いたり読んだりしたことを

踏まえて，自分の意見，考えをn頭で表現できるように
なること，高校 3年生で自分の意見，考えと他者の意見，

考えの共通点と相違点をまとめ，合意形成を図ることが

できるようになること， とした。 (*1)

2. 2 高校 1年生での取り組み

2. 2. 1 指導の方向性と具体的な取り組み

高校 l年生では，上述の通り，メモを見ながら読んだ

り間いたりしたことをまとめて口頭で表現する， という

生徒像をイメージし，指導を行った。コミュニケーショ

ン英語 lと英語表現 lの活動内容の概要は以下の通りで

ある。

目標とした生徒像：メモを見ながら読んだり間いたりし

たことをまとめて， 口頭で表現できる

教科 行った活動

コ ・ストーリーリテリング
ミ
・要約‘ ュ

一
英 • 自由英作文
表 ・スピーチ（自分が書いた英作文をメモを見な

一 がら ALTに発表をする活動）
・ディベート

共両 ・文法解説・演皆，発音練習， 音読，ディクテ

通科 ーション，暗唱，暗写，英文和訳，和文英訳，
目
長文読解などの活動

表 1 高校 1年生での取り組みの概要
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